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　坂下峠は甲賀町大原から三重県亀山市坂下に通じる山道の鈴鹿
山地の尾根にあります。峠から尾根道を北へ登れば溝干山、高畑
山から鈴鹿峠へ、南へ登れば那須ヶ原山へと続いています。この
辺りは花崗岩地帯で尾根道は風化が進み、崩れやすく、むきだし
の岩があり、岩や崖にへばりつくように植物が生えています。
　また土壌は植物が育つには栄養が乏しいのですが、ツツジ科植
物は他所では見られない程多くの種類が生育しています。花の美
しいシャクナゲ、ベニドウダン、サラサドウダン、絶滅が心配さ
れるコアブラツツジなどが厳しい環境に適応しています。
　溝干山の山頂付近には小規模ですが、ブナの群落があり、特定
植物群落一覧表（環境庁1979）に溝干山のブナ-クロモジ群集
として掲載されています。ブナは坂下峠にも、また溝干山への尾
根筋の登山道沿いにも点々と生えています。葉の大きさは西南日
本でみられる小型です。人里に近いブナ林は伐採が進み少なくな
ってしまいましたが、たくさんの実で他のいきものを養い、落ち
葉が森の保水力を高めるブナは、近年見直されてきました。
　南鈴鹿山地は、ほかにヤマグルマ、アカガシ、テバコモミジガサ、

イワキンバイなど低地では見られ
ない多くの植物を育んで今日に至
っています。ここは、山地の多様
な環境に適応した、植物をはじめ
いろいろな生きものに出会える貴
重な場所なのです。
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